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度に採用された公立小・中・高等学校および特別支援学校の教諭のうち 431 人が 1 年以内に依願退職
しており，平成 11 年度以降で最多であった。理由は自己都合が 299 人で最も多く，病気を理由とし
た 111 人のうち 104 人が精神疾患を挙げている（3）。 
































2-1  調査の対象 
平成 28 年度から平成 30 年度にかけて本学を卒業し，卒業後すぐに公立小学校に正規採用された卒
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業生（教育学科，日本語日本文学科，健康・スポーツ学科，演奏学科，英語文化学科）のうち，連絡
が可能な 198 人に調査を依頼した。 
2-2  調査の手順 
調査票（無記名式）を郵送し，同封した返信用封筒により後日，郵送により回収した。そして，各
設問の回答の数値を Excel 統計で集計した。自由記述の内容については，文字を Word で打ち直し，
キーワードをもとにして KJ 法的な手法で読み取り類別した。 
2-3  調査の時期  令和元年 8 月 








 第 3 部は「採用 1 年目の勤務状況」に関して問う項目である。まず，「採用 1 年目の担当学年等」
の回答を求めた。次に「採用 1 年目に，採用前の予想を上回る，学校現場の現実の厳しさに直面した
ことはありましたか」と問い，その有無の記入を求めた。そして，「あった」と記入した回答者に，次
の 11 項目（1．職場の人間関係 2．教科等の指導 3．授業準備 4．生徒指導 5．学級経営  6．保





と問い，7 項目（1．特別の教科 道徳の指導 2．外国語・外国語活動の指導 3．（1，2）以外の教















3-1  回収の状況 
郵送した 198 人のうち 81 人（平成 28 年度卒業生 45 人，平成 29 年度卒業生 14 人，平成 30 年度
卒業生 22 人）から返送があった。回収率は 40.9％であった。 


















































































＜自分自身の成長＞    ・一人の人間としても自分自身が成長したなと感じたとき。 




































































































































3-3  採用１年目の勤務の状況 
3-3-1 採用１年目の担任学年等 






















合，図 3 で示したように新卒者でも１年生に配置されるケースは増えてきている。 
そして，その他（専科など）を担当するケースは 2 人で少ないことが示された。しかし，今後は外
国語科の専科の配置や教科担任制の導入などから，新卒者が専科の教員として採用 1 年目を始めるこ
とも増えてくると予想される。また，高学年においては，5 年生担任が 1 人，6 年生担任が 0 人であ
り，卒業生が，採用 1 年目に高学年の担任をする機会は極めて少ないことが明らかになった。 
3-3-2 採用初年度における予想を上回る現場の厳しさ 
 採用初年度において，採用前の予想を上回る現場の厳しさに直面したことはあったかどうかについ
て，81 人中，71 人（88％）が「あった」と回答した。その 71 人に対する，現場の厳しさに直面した
場面はどのようなものであったかについての設問結果（複数回答可）を図 4 に棒グラフで示した。選
択肢 11 項目の回答数は多い順から，「教科等の指導」42 人，「学級経営」42 人，「保護者対応」38 人，
「授業準備」37 人，「生徒指導」35 人，「成績処理」31 人，「職場の人間関係」25 人，「事務処理」
24 人，「校務分掌」11 人，「研究及び研修」8 人，「その他」3 人であった。 
次に，予想を上回る現場の厳しさに直面したことのなかでも，特に対応が大変であったことについ
ての設問結果を図 4 に折れ線グラフで示した。選択肢 11 項目の回答数は多い順から，「保護者対応」






























































科等の指導」8 人(12％)，「学級経営」5 人(7％)，「成績処理」2 人(3％)，「事務処理」2 人(3％)，「校

























































































































































































 図 4 に示した「現場の厳しさに直面した場面はどのようなものであったか（複数回答可）」という
設問で，最も多かった「教科等の指導」を選んだ回答者（42 人）に，指導が難しいと思う順に三つ，
具体的な教科等の名前の記入を求めた。その集計結果に指導が難しいと感じた順に，3，2，1 ポイン
トを付与したものをまとめたのが図 5 である。結果は，「国語」（57）が最も多く，「特別の教科 道徳」
（35），「体育」（33），「算数」（24），「音楽」（23），「社会」（18），生活（15），外国語活動（12），総
合的な学習の時間（9），理科（9），特別活動（7），図画工作（5），外国語（2），家庭（0）であった。 









＜注＞ 図 4 の設問で「教科等の指導」を選んだ 42 人に指導が難しいと感じる順に教科等名を三つ記入することを
求めた。そして、その順に、3、2、1ポイントを付与して集計を行った。 
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3-4-1  卒業生の研修課題 
 本学を卒業した 3 年目までの若手教員が，研修を通して深めたい内容についての設問結果（二つを
選択）を図 6 に示した。選択肢 8 項目の回答数は多い順から，「教科等の指導」39 人，「生徒指導・カ




























































































































答可）に対する自由記述回答の内容を KJ 法的な手法を用いて読み取り，4 項目に分類して集計した。
回答数は多い順から，「公開講座の開催」17 人，「交流会の開催」12 人，「教育に関する情報の配信」
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